
130101病院における死傷災害事例(最大99事例まで)（2020年）

No 年 月

発

生

時

死傷災害事例
年

齢

事

故

の

型

起因物

（小）

労働

者規

模

1 2020 1

20

～

21

配薬時、入院中の患者にいきなり足蹴りされ、殴りかかられた。

そのとき、落ち着くように声掛けをしながらステーションまで避

難してきたところ、右肩上部を両手で持ち、引っ張りながらぶら

下がってきた。その際、右肩および上腕部に腱板損傷を負った。

36 90 911

100

～

299

2 2020 1

9

～

10

病院の駐車場内で車椅子を取りに走った際、右脹脛に痛みが走り

三頭筋を損傷した 。
45 19 921

100

～

299

3 2020 2

7

～

8

出勤時、玄関へ向かって歩いていたところ、お客様駐車場が凍結

しているのに気付かず滑って転倒し、左側頭部を強打し、左肘を

骨折した。

42 2 416

500

～

999

4 2020 2

17

～

18

退勤時、病院の駐車場に向かうため、建物沿いのコンクリートス

ペースを、鞄の中を見ながら歩いていた。その際に段差を踏み外

し、コンクリートスペースに倒れ込み、胸部を打撲・捻挫し、左

手を捻挫した。

60 2 419

100

～

299

5 2020 2

22

～

23

本館病棟階段で2階へ下りている最中、残り3段目より足を踏み外

し、階段下のフロアに転倒し、右上腕骨近位端を折った。
55 2 413

300

～

499

6 2020 2

19

～

20

病室で、患者をポータブルトイレからベッドへ移動中、両脇を正

面から手を入れ持ち上げようと、力を入れたが支えきれず床にず

り落ちた。床から何度も抱え上げようと力を入れたとき、背中に

違和感があり、第8胸椎を圧迫骨折した。

64 19 719
10～

29



7 2020 3

9

～

10

ナースステーションで同僚看護師に採血してもらったところ、痺

れと重苦しさが生じ、左手に正中神経不全麻痺を発症した。
22 90 911

100

～

299

8 2020 3

16

～

17

病棟へ環境整備と清潔ケアの手伝いに行った。その患者は、翌

日、新型コロナウイルスの陽性と判断された。PCR検査で陽性と判

定され、新型コロナウイルス感染症を発症した。

48 90 911

500

～

999

9 2020 3

16

～

17

病棟の患者で新型コロナ感染疑いの人がいたが、夜勤で受け持ち

はしていなかった。しかし、ナースコール対応や受け持ったス

タッフと会話はしていた。病棟では、サージカルマスクを着用し

ていたが、PCR検査で陽性と判定され、新型コロナウイルス感染症

を発症した。

49 90 911

500

～

999

10 2020 3

21

～

22

後に、新型コロナウイルス陽性となった患者やPCR検査で陽性と判

定されたスタッフと濃厚接触していた。後日、PCR検査で陽性と判

定され、新型コロナウイルス感染症を発症した。

34 90 911

500

～

999

11 2020 3

17

～

18

更衣室の階段を下りているときに、最後の2段を踏み外したため、

座り込んだ状態で右足首をねじって捻挫した。
65 1 413

100

～

299

12 2020 3

18

～

19

病室で、1人で患者を抱えて車椅子からベッドへ移乗する際、右脹

脛に痛みが生じ、腓腹筋損傷を負った。
57 19 921

300

～

499

13 2020 3

22

～

23

入院患者の位置を変えようと、患者を抱えるため、肩と足の下に

手を入れた際、右膝裏からふくらはぎに痛みを感じ、右下腿に肉

離れを負った。

58 19 911

100

～

299

14 2020 4

0

～

1

新型コロナウイルス感染症の院内クラスターが発生した病棟でコ

ロナ陽性患者の看護業務に当たっていて、発熱などの症状が出た

際のPCR検査では陰性だったが、後日、抗体検査をしたところ陽性

であった。

48 90 911

500

～

999



15 2020 4

0

～

1

陽性患者との接触が判明した後、発熱し、PCR検査を実施したとこ

ろ陽性判定となり、新型コロナウィルス感染症を発症した。
27 90 911

500

～

999

16 2020 4

14

～

15

新型コロナウイルス感染症の患者を受け入れ、その患者に関わっ

ていた看護師と接していた中、発熱し、PCR検査をしたところ陽性

反応が出た。

49 90 911

500

～

999

17 2020 4

8

～

9

院内でクラスターが発生した。後日、PCR検査で陽性と判定され、

新型コロナウイルス感染による肺炎を発症した。
47 90 911

500

～

999

18 2020 4

12

～

13

病棟廊下で昼食配膳時に記録を記入しているとき、背後の配膳車

から他スタッフが取り出そうとし、アクリル扉が勢いよく閉まっ

たことに驚いた他のスタッフが被災者の背部にぶつかった。その

際、被災者は倒れ落ち、胸椎および腰椎を打撲した。

61 6 911

500

～

999

19 2020 4

11

～

12

中央材料室で、清拭剤を受け取り、ワゴンへ載せて病棟へ向かう

途中、廊下の段差でワゴンのタイヤを引っ掛けて、ワゴンが傾倒

したとき、ワゴンと一緒に倒れた。その際、右股関節および右肩

関節を捻挫、右肘および右膝に打撲擦過創、右手薬指に切創を

負った。

59 2 362

100

～

299

20 2020 4

11

～

12

病院内で、車椅子へ移乗介助中、患者の体が後方に転倒しそうに

なり、支えたが支えきれず、左肩を脱臼した。
47 19 921

1000

～

9999

21 2020 4

17

～

18

勤務中に新型コロナウイルス感染の疑いがある患者や職員と濃厚

接触した。その後、PCR検査で陽性となった。
48 90 911

500

～

999

22 2020 4

11

～

12

病棟脱衣所のスロープで、ストレッチャー浴後の患者を移送する

とき、スロープを下るときに、足下の看護師が突然右手を離し、

しゃがみ込んだため、バランスを崩しストレッチャーを全身で引

き止めた。その際、首から腰にかけて痛みが出て、頸椎・腰椎捻

38 19 921

300

～

499



挫、神経障害性疼痛を負った。

23 2020 4

13

～

14

病室で患者同意のもと、2名で荷物整理を行っていた際、他の職員

が、荷物の中から古いカレンダーをゴミ箱に入れたところ、患者

が激怒して、しゃがんで作業をしていた被災者の頭部や顔面を殴

打し、頚椎捻挫・外傷性頚部症候群を負った。

55 90 921

100

～

299

24 2020 5

14

～

15

勤務中、コロナウイルス陽性者と近距離での会話や体位交換の介

助をしていて、PCR検査で陽性と判定された。
29 90 911

1000

～

9999

25 2020 5

9

～

10

新型コロナウイルス陽性が確認された病院内で、看護業務を行っ

ていた。後日、PCR検査で陽性と判定され、新型コロナウイルス感

染による肺炎を発症した。

43 90 911

100

～

299

26 2020 5

11

～

12

診察室で、診察ベッドに寝ていた患者を介助中、患者が急に立ち

上がり靴を履こうとよろけたため、支えようとした際、左前十字

靭帯を損傷し、腰椎を捻挫した。

46 19 921

300

～

499

27 2020 5

11

～

12

病院で、売店へ業務で向かうため階段を小走りで降りていた際、

右ふくらはぎがプチプチと裂けた感覚があり、肉離れを起こし

た。

36 19 921

100

～

299

28 2020 5

23

～

24

患者を病室から病棟内のトイレへ誘導中、トイレに入りすぐ患者

が転倒しそうになったので支えようとしたところ、体勢を崩し腰

椎椎間板症を負った。

60 19 911

100

～

299

29 2020 6

12

～

13

入院患者の処置をするため病室に入室した際、履いていたナース

シューズが足になじんでいなかったため床につまずいて前のめり

に転倒し、左肩と右肋骨を床に強打し、その勢いで患者のベッド

の柵に胸をぶつけて仰向けに転倒し、左肩を骨折、右肋骨を損傷

した。

59 2 417

100

～

299

30 2020 6

19

～
患者のベッドへトランスする際、腰に激痛が走り腰椎を捻挫し

た。
28 19 921

100

～



20 299

31 2020 6

15

～

16

病室で、2人体勢で左足をベッドに拘束されている患者の介助中、

患者が暴れ、左足踵が左顎に当たり打撲した。
46 90 911

100

～

299

32 2020 6

13

～

14

患者を探しているとき、病棟内の食堂からホールへ下る階段の最

上段でバランスを崩し、正座をするような格好で滑り落ちた。そ

の際、両下腿打撲、左足首靭帯損傷を負った。

40 1 413

100

～

299

33 2020 6

9

～

10

デイケア送迎時、降車の支援を行った際、動作上の安全を確保し

ようと補助的に右足を出したところ、利用者の体が右膝に荷重さ

れ、右膝関節外側半月板を損傷した。

57 19 921

100

～

299

34 2020 6

10

～

11

固定電話機の配線を、机の下に通してもらおうとして机を持ち上

げたところ、第1腰椎椎体骨折を負った。
58 19 391

300

～

499

35 2020 7

9

～

10

院内で発生したコロナウイルスに感染し、PCR検査の結果、陽性判

定となった。
54 90 911

300

～

499

36 2020 7

11

～

12

病棟でコロナ陽性者を担当し、発熱してPCR検査を実施したところ

陽性と判定され、新型コロナウイルス感染症を発症した。
24 90 911

1000

～

9999

37 2020 7

12

～

13

病室内でベッド脇を歩いていたとき、隣の患者の車椅子がバック

してきてぶつかった。その際、バランスを崩して前方に倒れ、右

膝を強打して半月板を損傷した。

52 6 362

300

～

499

38 2020 7

6

～

7

病院内で、クラスターが発生したため、PCR検査を実施し、陽性判

定となり、新型コロナウイルス感染症を発症した。勤務中は防護

衣とマスクを着用していた。

45 90 911

1000

～

9999

39 2020 7

14

～

詰所で、看護師を呼ぶ声が聞こえ、デイルームに出て左側へ曲が

ろうとしたとき、床が水で濡れていたため、足を滑らせ転倒し、 47 2 417

300

～



15 左大腿骨を折った。 499

40 2020 7

8

～

9

病院の敷地内で、保育園に子を預け、就業場所へ徒歩で移動して

いた際、同敷地内のアスファルトの窪みに右足が挟まり転倒し

て、右腓骨遠位端を折った。

44 2 417

300

～

499

41 2020 8

9

～

10

病棟内を移動中、拭き清掃後で少し水分が残っていた廊下の床面

に足を滑らせて転倒し、背部から腰部、左下肢を強打して打撲を

負った。

46 2 417

100

～

299

42 2020 8

17

～

18

勤務先病棟内の階段で外来用の体温計を返却するため、方向転換

したところ、足を踏み外し、約2段滑り落ち、右足首を剥離骨折し

た。

45 1 413

100

～

299

43 2020 8

0

～

1

ICUでCOVID-19が発生した。該当部署勤務のため、後日、PCR検査

を受け、陽性と判定され、新型コロナウイルス感染症を発症し

た。

45 90 911

500

～

999

44 2020 8

12

～

13

病棟窓口で、患者が内服薬をこぼしそうになり、身を乗り出した

際、カウンター角で右側胸部を打ち、肋骨を折った。
55 3 418

1000

～

9999

45 2020 8

12

～

13

職員用1階で、南から北エレベーターへ移動した際、足が絡まって

壁や梁（柱）に激突し、顔と両腕を強打して中心性頚髄損傷を

負った。

53 2 417

500

～

999

46 2020 8

13

～

14

病棟で、COVID‐19のクラスターが発生した。3日後、PCR検査で

新型コロナウイルス感染症陽性となった。
24 90 911

1000

～

9999

47 2020 8

12

～

13

病棟で、COVID‐19のクラスターが発生した。翌日、PCR検査で、

新型コロナウイルス感染症陽性となった。
52 90 911

1000

～

9999

12

入院患者の入浴介助後、車椅子からストレッチャーに移動させる

際、タイミングがずれて体勢を崩し、そのとき少し腰に違和感が 100



48 2020 8 ～

13

あった。その後、医療廃棄物の収集でゴミを拾うため中腰にな

り、右下に体をひねったところ電気が走ったような痛みがあり、

腰椎椎間板ヘルニアを発症した。

42 19 921 ～

299

49 2020 9

14

～

15

病棟トイレで患者のトイレ介助の際、清掃で床が濡れた状態だっ

たため、足を滑らせて腰部・背部を強打し第1、第2腰椎体剥離骨

折を負った。

50 2 419

100

～

299

50 2020 9

12

～

13

勤務中は、常時マスク着用し、手指衛生を行っていたが、院内感

染に伴い、PCR検査で陽性と判定され、新型コロナウイルス感染に

よる肺炎を発症した。

32 90 911

500

～

999

51 2020 9

10

～

11

脱衣室で、入浴後の更衣介助中、マットにつまずき、患者をかば

い体をひねり転倒した。その際、左大腿骨を折った。
48 2 417

100

～

299

52 2020 9

9

～

10

勤務中に、入院患者から暴言や脅迫行為を受けた。その結果、カ

ウンセリングや心療内科の受診を余儀なくされるほどの心理的外

傷を受けた。

43 90 911

500

～

999

53 2020 9

3

～

4

当直勤務の仮眠中、患者の点滴が残り少ないと報告があり、急い

で向かおうとしたとき、仮眠室を出たところで転倒し、右脛骨に

挫傷を負った。

72 2 417
50～

99

54 2020 10

17

～

18

新型コロナウイルス感染者を受け入れている病棟で勤務していた

中、発熱してPCR検査を受けたところ、陽性と診断された。
33 90 911

50～

99

55 2020 10

21

～

22

一般病棟勤務中、新型コロナウイルスの入院患者がいるレッド

ゾーンで身体介護等を全て行っていた。勤務中は防護等はしてい

たが、PCR検査で陽性と判定され、新型コロナウイルス感染による

肺炎を発症した。

72 90 911
50～

99

10

訪問リハビリの担当者会議のため、利用者宅に向かっていると

き、2車線の左側車線を走行中、右側車線の渋滞している車の間か 100



56 2020 10 ～

11

ら自転車が急に横断してきた。そのとき、急ブレーキを掛けるが

間に合わず自転車に衝突した際、ハンドルに頭を強く打ち、前額

部打撲を負い、脳震とうを起こした。

26 17 362 ～

299

57 2020 10

15

～

16

厨房の下処理室で野菜の仕込みを開始しようとしたとき、包丁が

置いてあるまな板を動かした際に包丁が滑って、右手中指の付け

根部分に創傷を負った。

48 8 364

100

～

299

58 2020 10

15

～

16

病院内で研修終了後、テーブルを元の場所に戻していた際、床を

水拭きしていた箇所で足を滑らせて転倒し、右肩・胸椎・右股関

節を打撲した。

65 2 416

100

～

299

59 2020 10

9

～

10

階段を下りている際、足を踏み外し踊り場まで転落し、右上腕骨

近位端骨折を負った。
60 1 413

100

～

299

60 2020 11

0

～

1

勤務病棟内で、新型コロナウイルスの感染が確認され、無症状で

あったが、PCR検査を実施したところ陽性判定を受けた。
22 90 911

1000

～

9999

61 2020 11

16

～

17

病棟で業務中、入院中の新型コロナウイルス陽性患者と接したこ

とで自分も感染した。
44 90 911

1000

～

9999

62 2020 11

0

～

1

勤務病棟内で、新型コロナウイルスクラスターが発生し、咳嗽、

鼻汁症状があり、抗原・PCR検査で陰性確認し、後日、再度PCR検

査を実施したところ、陽性の判定を受けた。

48 90 911

1000

～

9999

63 2020 11

16

～

17

病棟で業務中、入院中の新型コロナウイルス陽性患者に接したこ

とで自身も感染した。
24 90 911

1000

～

9999

64 2020 11

10

～

11

新型コロナウイルス感染症のクラスターが発生した病棟に勤務し

ていたため、濃厚接触者としてPCR検査を実施したところ、陽性が

確認された。

59 90 911

100

～

299



65 2020 11

10

～

11

病室にて患者の清拭を終えて手袋を交換しようとした際、N95マス

クのゴム1本がしっかり後頭部の方へ回っていなかったため、額の

方へと外れてしまった。マスクに隙間ができてしまうと思い咄嗟

に手袋を交換しないまま、サージカルマスクとN95マスクの鼻根部

の部分を押さえて、レッドゾーンより出た際に洗顔をしたが、後

日発熱して、新型コロナウイルス感染による肺炎を発症した。

27 90 911

500

～

999

66 2020 11

9

～

10

複数の入院患者が新型コロナウイルス陽性になった。勤務中はマ

スクを着用していたが、PCR検査で陽性と判定され、新型コロナウ

イルス感染による肺炎を発症した。

35 90 911

100

～

299

67 2020 11

14

～

15

勤務していた病棟の、入院患者の新型コロナウイルス感染陽性が

判明し、PCR検査を実施したところ陽性が判定した。
39 90 911

500

～

999

68 2020 11

10

～

11

新型コロナウイルス感染した患者を収容している病棟で、看護業

務を実施していた際、発熱症状があり、PCR検査で陽性と判定さ

れ、新型コロナウイルス感染症を発症した。

29 90 911

500

～

999

69 2020 11

0

～

1

病院で看護師として勤務していたところ、新型コロナウイルスに

感染した。
31 90 911

500

～

999

70 2020 11

9

～

10

病院トイレで、患者が倒れそうになり介助中、腰椎椎間板症を発

症した。
43 19 921

300

～

499

71 2020 11

14

～

15

利用者宅に訪問した際、利用者はマスク未着用であったが、被災

者はマスクを着用してリハビリを行ったが、飛沫により新型コロ

ナウイルスに感染した。

24 90 911

300

～

499

72 2020 11

15

～

16

入院患者で、COVID‐20陽性患者が発生した。その患者の食事介

助や受け持ちとして対応したため、濃厚接触者となり、新型コロ

ナウイルス感染症を発症した。

36 90 911

500

～

999



73 2020 11

8

～

9

患者を車椅子からベッドへ移乗させる際、両足をベッドへ降ろそ

うとしたとき、腰に強い痛みが走り、腰椎圧迫骨折した。
28 19 911

100

～

299

74 2020 11

11

～

12

新型コロナウイルス感染者の担当をしていた。その後、PCR検査を

実施したところ、陽性判定となり新型コロナウイルス感染症を発

症した。

41 90 911

300

～

499

75 2020 12

9

～

10

病院で、最初の新型コロナウイルス感染症陽性患者が見つかった

後、病院内にて検査を実施したところ、クラスターとの発表と

なった。該当職員は院内で勤務していたため、院内感染したと思

われる。

28 90 911

100

～

299

76 2020 12

0

～

1

院内で新型コロナウイルス感染症のクラスターが発生し、職員全

員のPCR検査を実施したところ、陽性判定となった。
45 90 911

100

～

299

77 2020 12

14

～

15

病院別館の倉庫の棚へ書類を収納する際、椅子に立って作業をし

ていたところ、足を滑らせ、椅子の上から転落して足を強打し、

左大腿骨頚部骨折を負った。

37 1 371

1000

～

9999

78 2020 12

12

～

13

4人で病棟勤務をし、食事・休憩は2人ずつで取っていた中、1人が

COVID-19陽性となったので、PCR検査をしたところ、陽性となっ

た。

26 90 911

1000

～

9999

79 2020 12

10

～

11

新型コロナウイルス感染症の院内感染が発生した。マスクを着用

し手指の消毒を徹底し業務に当たっていたがPCR検査を実施したと

ころ、陽性判定となり新型コロナウイルス感染症を発症した。

57 90 911

100

～

299

80 2020 12

13

～

14

病棟勤務中、入院患者（後日PCR検査で陽性判定）のリハビリを、

マスク着用で対応していた。後日、咽頭痛で検査をした結果、陽

性判定となり、新型コロナウイルス感染症を発症した。

31 90 911

1000

～

9999

14

病棟にて陽性患者の透析業務を2日間にわたり行った。院内ではマ

スク、患者対応時にはマスク、手袋、キャップ、ガウン、フェイ 1000



81 2020 12 ～

15

スシールド、若しくはゴーグルを使用していたが、後日、頭痛・

発熱で抗原検査を実施した結果、陽性判定となり、新型コロナウ

イルス感染症を発症した。

26 90 911 ～

9999

82 2020 12

11

～

12

院内で業務中はマスク着用していたが、38.1℃の発熱があり、PCR

検査を実施したところ陽性判定となり、新型コロナウイルス感染

症を発症した。

23 90 911

1000

～

9999

83 2020 12

15

～

16

病棟勤務中、スクリーニングのため抗原定量検査を実施したとこ

ろ、陽性判定となり、新型コロナウイルス感染症を発症した。処

置には防護衣とサージカルマスクで対応していた。

30 90 911

1000

～

9999

84 2020 12

13

～

14

コロナ陽性患者が確認された病棟で3日間、日勤に陽性者のケアに

関わっていた。後日、発熱などの症状が出てPCR検査を実施し陽性

が確認された。

24 90 911

500

～

999

85 2020 12

8

～

9

前日、勤務中に対応した患者および共に夜勤を行った職員2名が新

型コロナウイルス陽性となった。後日、発熱などの症状があり、

新型コロナウイルス感染に伴う症状を発症した。

35 90 911

300

～

499

86 2020 12

11

～

12

病棟で、新型コロナウイルス感染患者の看護と療養の世話をして

いて、新型コロナウイルス感染症を発症した。
35 90 911

300

～

499

87 2020 12

12

～

13

勤務中は、マスクと防護衣を着用していたが、クラスターが発生

した精神科病棟に勤務していたため、PCR検査を実施したところ、

陽性と判定され、新型コロナウイルス感染による肺炎を発症し

た。

54 90 911

300

～

499

88 2020 12

10

～

11

病院に勤務中、同一病棟内の職員と入院患者が検査の結果、新型

コロナウイルスの陽性を確認した。勤務中は、マスク着用と必要

に応じて手袋や防護衣を着用していたが、PCR検査で陽性と判定さ

れ、新型コロナウイルス感染症を発症した。

30 90 911

300

～

499

14
病院内の化学療養室へ患者を案内した後、呼び出しがあったので

1000



89 2020 12 ～

15

急いで戻ろうとしたとき、通常より滑りやすい廊下だったので、

足を滑らせて前のめりに転倒した。その際、右肩を骨折し、腰部

を打撲した。

58 2 417 ～

9999

90 2020 12

19

～

20

病院で、勤務中、マスクを着用していたが、同僚と患者が新型コ

ロナウイルスに感染し、PCR検査を実施し、陽性判定となり、新型

コロナウイルス感染症を発症した。

50 90 911

500

～

999

91 2020 12

12

～

13

病棟内廊下で、配膳車を引き移動中、右足の靴が巻き込まれ転倒

した。その際、右後十字靭帯付着部に剥離骨折を負った。
58 7 362

100

～

299

92 2020 12

13

～

14

新型コロナウイルス陽性患者が入院している病棟で、帽子、フェ

イスシールド、マスク、ガウンの着用など感染対策をして患者の

診察にあたっていて感染した。

48 90 911

500

～

999

93 2020 12

21

～

22

新型コロナウイルス感染症病棟で看護業務として、食事・排泄の

介助などの日常生活援助を行っていた。介護度の高い高齢者の患

者が増えたため、病室への入室回数・時間が多くなり感染リスク

が高い状況の中で感染した。

29 90 911

100

～

299

94 2020 12

23

～

24

病棟の夜勤者休憩所で、エアコンスイッチを押すために椅子に乗

り、落下して、右手首の骨にひびが入った。
58 1 419

300

～

499

95 2020 12

12

～

13

病棟に勤務し、COVID‐19対応病棟に応援に行き、COVID‐19疑

いおよび陽性患者の看護を行う。応援病棟で職員の陽性者が出た

ため、スクリーニングを行ったところ、PCR陽性となり、COVID‐

19を発症した。

26 90 911

500

～

999

96 2020 12

13

～

14

入院患者に新型コロナウイルスの陽性が確認された。看護師であ

る当該職員は手袋・マスク等で感染対策をとっていたが、後日検

査で陽性と確認された。

29 90 911

500

～

999

8 勤務先の病院内で、職員と患者に複数の新型コロナウイルス感染 300



97 2020 12 ～

9

症の陽性者が発生した。当該職員も勤務中は感染対策を行ってい

たが、感染した。

34 90 911 ～

499

98 2020 12

5

～

6

病棟の個室でオムツ交換作業中、患者に顔面口元を強打され、避

けようとしてベッドの柵に右手小指をぶつけて骨折した。
58 3 921

300

～

499

99 2020 12

7

～

8

新型コロナウイルス感染症が職場で発生し、8日後のPCR検査で陽

性反応が出た。
64 90 911

100

～

299

出典：https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pgm/SHISYO_FND.html(職場のあんぜんサイト)

参考：労働災害の分類の概要

各小業種における死傷災害事例(最大99事例まで)（2020年）に戻る。

https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pgm/SHISYO_FND.html
https://www.jisha.or.jp/international/topics/202306_02.html
https://www.jisha.or.jp/international/topics/202403_11.html
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